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一芯二葉を確認して丁寧に摘み取ります一芯二葉を確認して丁寧に摘み取ります

みんなの思いをまちづくりに自治基本条例
5

6

市民活動や防災の拠点施設が完成 ～水口交流センター～
キラリ輝く地域の輪・かしわぎ自治振興会
国際平和ポスターコンテスト優秀賞・佐藤如月さん

コミュニティバス乗継制度
★受章おめでとうございます★
　～春の叙勲・第20回危険業務従事者叙勲～
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自
治
基
本
条
例
と
は
？

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
理
念
や
基
本
的
な
原
則
、役
割
分

担（
市
民・議
会・市
長
）、仕
組
み
な
ど
を
定

め
た
も
の
で
す
。

今
、ど
う
し
て
自
治
基
本
条
例
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
と
地
方
の
役
割
分
担
が
変
わ
り
、こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、市
民
が
自
ら
の
判

断
と
責
任
で
、地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。当
市
は
平
成
２３
年

度
か
ら
自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
し
、自
己
決
定・自
己
責
任
の
も
と

で
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
活
動
を
中
心
に
、市
民
の
自

治
に
対
す
る
関
心
や
議
論
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
基
本
的
な
原
則
や
仕
組
み
を
市

民
全
体
の
合
意
に
よ
る「
条
例
」と
い
う
形
で

定
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
担
う
ま
ち
づ
く
り

　

こ
の
自
治
基
本
条
例
の
取
り
組
み
を
通

じ
、市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、自
治
の
担
い
手
と

し
て
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、市
で
は
市
民
の
意
思
を
十
分

に
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け
る

よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
を
検

討
し
、素
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
は
、そ
の
素
案
を
尊
重
し
な
が
ら
、パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、

条
例
案
を
作
成
し
ま
す
。

■
条
例
の
検
討
過
程
は
、市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
っ
て
、随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
市
は
、広
く
市
民
の
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、条
例
づ
く
り
に
多
く
の
人
の
参
加
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　市では、条例素案を検討していただくため
20人以内の委員からなる「甲賀市自治基本
条例策定委員会」を設置します。ついては、
市民の皆さんから公募委員を募集します。

　
「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
る
時
代
」

と
言
わ
れ
、地
域
の
活
動
が
重
要
に
な
っ
て

き
た
現
在
、皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら「
ま
ち

づ
く
り
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て
の
仕
組
み
や
、ル
ー
ル
に
つ
い
て
市

民
す
べ
て
が
共
有
で
き
、明
確
に
定
め
ら
れ

た
も
の
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
市
は
、「
自
治
基
本
条
例
」を
、

行
政
と
と
も
に
一
緒
に
考
え
、作
っ
て
い
た

だ
け
る
条
例
策
定
委
員
を
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
ま
す
。

◆会議の公開
◆議会の保有する
　情報を市民と共有
◆議会の役割の明確化

◆条例の制定・改廃、
　予算決定・決算認定の議決など

◆説明責任
◆コミュニティ活動への支援
◆市政に参画する機会の保障
◆情報の積極的な提供
◆個人情報の保護
◆自発的な活動の支援

か
ら
募
集
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
す

ペットと一緒
に地域を見ま

わる

有事に備えてHUG研修

地域の素材で
料理作り

今
後
の
取
り
組
み

■応募資格／以下の2点
○甲賀市の住民基本台帳に記載
　されている満１８歳以上の人
○自治基本条例の策定に向けて、
　積極的に参画いただける熱意
　のある人

■募集人数／5人程度

■任　　期／委嘱を受けた日から条例制定ま 
での間（※約2年間を予定）

■会　　議／月１～２回程度、休日や夜間の開
催もあり

■応募方法／所定の応募用紙および作文を郵
送等で地域コミュニティ推進室へ
提出

作文のテーマは「市民が主役のま
ちづくり」など、市民参画を進める
内容で800字程度。
※応募用紙は、甲賀市ホームペー
ジからダウンロードするか、地域
コミュニティ推進室からお取り寄
せください。

■選考方法／書類選考

■受付期限／６月１７日（月）　※当日消印有効
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修
学
が
困
難
な
方
に
市
が
奨
学
資
金
を
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　丨
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賀
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付
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丨

甲賀市自治
基本条例策定委員会の
委員を募集します

甲賀市自治
基本条例策定委員会の
委員を募集します

甲賀市自治
基本条例策定委員会の
委員を募集します

職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、修
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、経
済
的
理
由
に

よ
り
高
等
学
校
な
ど
へ
の
修
学
が
困
難
な
方
に
対
し
て
奨

学
資
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

【
給
付
の
対
象
】

　

次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
滋
賀
県
奨
学
資
金
ま
た
は
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

金
、お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
方

②
保
護
者
が
①
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
至
っ
た
日

よ
り
前
１
年
以
上
引
き
続
い
て
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

③
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
被
保
護
世
帯
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
世
帯
に
属
す
る
方

【
給
付
の
額
】

●
高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校　
（
高
等
部
）な
ど

　

月
額　

５
，０
０
０
円

●
大
学（
大
学
院
を
除
く
）な
ど　

月
額　

１
５
，０
０
０
円

【
申
請
期
間
】

６
月
１７
日（
月
）〜
７
月
１２
日（
金
）

　

給
付
を
受
け
る
に
は
、申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
採
用
職
種
】①
行
政
10
名
程
度 

②
土
木
若
干
名

（
い
ず
れ
も
平
成
２６
年
４
月
１
日
採
用
）

【
１
次
試
験
】７
月
２８
日（
日
）※
２
次
試
験
あ
り

【
受
付
期
間
】６
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
）ま
で

の
執
務
時
間
中（
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
）

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、職
員
課
人
事
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

「市民参加」と「情報公開」
による市政運営

「市民参加」と「情報公開」
による市政運営

「市民参加」と「情報公開」
による市政運営

◆請願、陳情、
　傍聴など

◆条例・予算などの
　議案の提出

基本原則 ◆審議会など
　への参画
◆意見の提出

市民・事業者

市議会 市役所

市民・事業者

市議会 市役所

市民・事業者

市議会 市役所
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情報公開制度（請求から開示まで） 個人情報保護制度

開示請求者
（誰でも請求
できます）

申請書
記入・提出

主務課で
文書検索

1 2 3

開示・非開示
の決定

書面で決定

の通知
（開示・非開示等）開示等
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乗
り
継
ぎ
し
て
も
一
回
の
乗
車
料
金
で

乗
り
継
ぎ
し
て
も
一
回
の
乗
車
料
金
で

乗
り
継
ぎ
し
て
も
一
回
の
乗
車
料
金
で
公
共
交
通
推
進
室
　
公
共
交
通
推
進
係

6
5 

0
6
7
2

6
3 

4
5
5
4

 JR草津線
甲南駅

雲井駅

信楽駅

寺庄駅 甲賀駅 油日駅貴生川駅
信楽高原鐵道

近
江
鉄
道

は指定バス停のある駅

【はーとバス】
・貴生川駅・甲賀病院ルート
・八田ルート
・和野・中畑ルート
・広野台ルート

【信楽高原バス】
・田代・畑・陶芸の森ルート
・朝宮ルート
・多羅尾ルート
・宮町巡回ルート
・江田巡回ルート

【乗合タクシー】
・コミタク

【ハローバス甲賀】
・油日線
・佐山線
・大原線

【ハローバス甲南】
・北線 ・東線
・南線 ・西線
・環状線
・希望ヶ丘・水口線（注1）
注1: 希望ヶ丘・水口線は貴生
       川駅での乗り継ぎとなります。

問
い
合
わ
せ

　甲賀市では、障がいがある方の社会参加促進を図るために、信楽高原鐵道、バス、タクシーなどの公共交通機関
を利用した際の運賃の負担軽減を目的とする『障害者福祉車両運賃助成事業』を実施しています。
運賃助成額は、年額18,000円です。
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　市では、市政に関する市民の知る権利を保障することを目的として「情報公開制度」を、また、
個人の権利利益の保護を図り、基本的人権を擁護することを目的として「個人情報保護制度」
を実施しています。
　請求から開示までの手続きの流れは次のとおりです。

　「個人情報保護制度」とは、個人情報
保護条例に基づいて、個人情報の取り
扱いにあたって守るべきルールを定
め、個人情報の開示などを求めること
ができる制度です。個人情報公開の手
続についても、おおむね情報公開制度
（左図）の流れと同じですが、開示され
る文書については、開示請求者自身の
個人情報に限られます（なお、申請には
身分証明証が必要になります。）
　手続の詳細につきましては、お気軽
に法務室にお問い合わせください。　これらの制度の平成24年度の運用状況（平成25年4月1日現在）につい

て次のとおり公表します（甲賀市情報公開条例第29条（実施状況の公表）
及び甲賀市個人情報保護条例第44条（運用状況の公表））

・請求件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57件
　　市長部局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52件
　　選挙管理委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　２件
　　農業委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３件

・公開等の決定状況
　　公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21件
　　部分公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27件
　　非公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0件
　　不存在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16件
　　取下げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8件

・部分公開及び非公開理由別状況
　　個人に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　　18件
　　法人等に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　　9件
　　市政運営情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4件

・不服申立ての件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　0件

・請求件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4件
　　市長部局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4件

・開示等の決定状況
　　開示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3件
　　部分開示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1件
　　不存在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1件

・部分開示及び非開示理由別状況
　　他の個人に関する情報　　　　　　　　　　　　　　　1件

・不服申立ての件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　2件

《公益通報制度》
　公益通報制度は、市の法令遵守の推進体制のひとつとして位置づけ
るものです。
　公益のために通報する行為は正当な行為として評価し、その通報者
に対して不利益な取り扱いがされることのないよう保護していく体制
を築くことで、市役所内部の浄化を図り、よりよい市政の実現をめざし
ています。
　甲賀市法令遵守の推進条例第17条の規定に基づき、平成24年度
の運用状況（平成25年4月1日現在）を公表します。

■情報公開の実施状況 ■個人情報開示の実施状況

※１件の請求で、複数の決定となることがあるため、請求件数より決定状況
　数が多くなっています。

※非公開情報が複数に及ぶ場合があるため、部分公開及び非公開決定の件数
　よりも部分公開及び非公開理由の件数が多くなっています。

※1件の請求で、複数の決定となることがあるため、請求件数より決定状況
　数が多くなっています。

※甲賀市役所水口庁舎、土山地域市民センター、甲賀大原地域市民センター、 
　甲南第一地域市民センター及び信楽地域市民センターに情報コーナーを設け、
　入札結果、議会会議録などの情報提供を行っていますのでご利用下さい。

・公益通報件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0件
・不当要求件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0件

障害のある方に公共交通機関運賃を助成します

●申請窓口
　市民窓口センターまたは旧支所である土山地域市民センター、甲賀大原地域市民センター、甲南第一地域
市民センター、信楽地域市民センター

●助成の対象となる方は、次のとおりです。詳しい内容については、自立支援課までお問い合わせください。

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
乗
継
制
度
〜

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
更
な
る
利
便
性
向

上
と
料
金
等
利
用
負
担
の
均
一
化
を
図
る

た
め
、乗
継
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。指

定
コ
ー
ス
内
の
指
定
バ
ス
停（
下
記
イ
メ
ー

ジ
図
参
照
）に
お
い
て
、乗
車
さ
れ
た
コ
ー
ス

と
違
う
コ
ー
ス
に
再
度
乗
車
す
る
場
合
、

A
B
間
の
乗
り
継
ぎ
に
限
り
乗
継
券
に
よ

り
１
乗
車
分
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
て
い
る「
甲
賀
市
公
共
交
通
連
携

時
刻
表
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手帳の要件

障がいの種類

課税の要件

１～３級まで

身　体

１～３級

精　神

Ａ・Ｂ

知　的
自立支援課　自立支援係
65 0702 63 4085

乗継制度のイメージ

目的地例：甲賀病院

法務室
問い合わせ

63-461965-0664／

問い合わせ

A

B
B B

乗継制度の流れ
（例：油日方面からJRを利用して甲賀病院へ行く場合）

油日線のバス停で乗車

油日駅（指定バス停）で降車時に運賃を支払い、
別地域で乗り継ぎする旨を乗務員に伝え、乗継券
を受け取る。

油日駅から鉄道で貴生川駅まで移動
※鉄道運賃は別途必要です

貴生川駅（指定バス停）で甲賀病院行きのバスに
乗車し、甲賀病院バス停で降車時に乗継券を乗務
員に渡す。（運賃は支払わない）

※鉄道運賃は通常通りご負担ください。

本人の所得税非課税の方
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滝
区
サ
サ
ユ
リ
の
里
づ
く
り（
渡
辺
）

8
8
｜

2
6
0
1

政
策
推
進
課

6
5
｜

0
6
7
0

問
い
合
わ
せ

　

甲
賀
地
域
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
山
下
年
数
さ
ん
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、助
言
や

関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。国
の
事
務
事
業

に
は
、国
道
、
一
級
河
川
、年
金
、健
康
保
険
、雇
用
保
険
、労
災
保

険
、戸
籍
、登
記
な
ど
、意
外
に
身
近
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

甲
賀
市
で
は
総
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
５
人
の
行
政
相

談
委
員
が
各
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、困
っ
た
と
き
は
、お
気
軽
に
行
政

相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
は
無
料
で
予
約
不
要・秘

密
厳
守
で
す
。

●
信
楽
地
域
…
小
西
ふ
み
ゑ
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
3
水
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー　

１
階

●
土
山
地
域
…
田
畑
啓
之
助
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
5
日　

13
時
30
分
〜
16
時

※
土
日
祝
の
場
合
は
翌
日

場
所
／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー　

２
階
談
話
室

●
甲
南
地
域
…
岡
野
千
代
美
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
3
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー　

相
談
室

●
水
口
地
域
…
下
川
昻
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
1
月
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
甲
賀
地
域
…
山
下
年
数
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
2
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時　

場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館　

活
動
室
５

※
日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

市
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
サ
サ
ユ

リ
」は
、6
月
〜
7
月
に
甘
い
香
り
を
放
つ

薄
桃
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

甲
賀
町
滝
で
は
、近
年
減
少
傾
向
に
あ

る「
サ
サ
ユ
リ
」の
栽
培
に
地
域
で
取
り
組

ん
で
お
り
、開
花
の
時
期
に
合
わ
せ
て「
サ

サ
ユ
リ
観
賞
会
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に〝
サ
サ
ユ
リ
〞を
身

近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
6
月
8
日（
土
）　

14
時
〜
15
時　

※
雨
天
実
施

●
開
催
場
所
／
滝
区 

梅
垣
城
跡

●
集
合
場
所
／
甲
賀
町 

滝
公
民
館

（
甲
賀
町
滝
8
5
1
ー
3
）

梅
垣
城
跡
ま
で
徒
歩
移
動

●
参
加
料
／
無
料

「
サ
サ
ユ
リ
観
賞
会
」の

お
知
ら
せ

〜
市
の
花
サ
サ
ユ
リ
の
咲
き
ほ
こ
る
街
づ
く
り
〜

生活環境課
問い合わせ

63-458265-0686／

平成25年春の叙勲、第20回危険業務従事者叙勲で
市内から次の4名が受章されました。
平成25年春の叙勲、第20回危険業務従事者叙勲で
市内から次の4名が受章されました。受章おめでとうございます

　平成３年に公立甲賀病院院長
に就任以来、治療と予防の一体的
サービスの提供を使命とし、地域
包括医療ケアの促進、救急医療体
制の確立などに取り組まれ、地域
の保険・医療・介護・福祉のレベル
向上に大きく貢献されました。ま

た、平成８年に全国国民健康保険診療施設協議会
の理事に就任、平成１４年からは会長として全国の
国民健康保険診療施設の発展や地域包括ケアシス
テムの推進に貢献されました

◇瑞宝中綬章◇

　昭和４３年航空自衛隊に入隊
後、教育隊を経て京都府経ケ岬
レーダー基地に勤務、その後昭和
５６年から建設要員として埼玉県
入間基地に赴任され、数年間で老
朽化著しかった同基地全建物の
近代化に尽力されました。

　特に、全国随一の隊員を擁する大規模基地での
正確かつ丁寧な事業調整や、工事に係るトラブル等
の防止に努められ、防衛上重要な基地設備維持に
顕著な業績を残されました。

◇瑞宝単光章◇

　昭和５６年から弁護士として
滋賀県を中心に活躍され、平成
１６年からは甲賀市の顧問弁護
士として相談業務などを担われ
ています。
　また、平成６年から滋賀県収
用委員会委員に就任。平成１４

年から１１年間同会会長を務められ、数々の土地収
用事件等について公正な裁決に尽くし、公共用地
の適正かつ合理的な利用等に顕著な功績を残され
ました。

◇旭日小綬章◇ 中川 幸雄氏（水口町高塚）
なか がわ ゆき お

　昭和４８年、甲賀郡行政事務組
合甲賀郡消防本部発足と同時に
消防士を拝命。以降、率先垂範し
て職務を遂行され、平成１２年か
らは信楽、１５年からは甲南消防
署の署長を務められました。
　長年にわたり消防団を熱心に

指導し、消防業務における知識と経験をもとに地域
での防火意識の高揚に努めるなど、特に警防分野
での功績を残されました。

◇瑞宝双光章◇

市
民
協
働
事
業

受章おめでとうございます
　水口北部地域に整備を進めている「水口交流センター」は、７月２１日から利用することができます。この施設
は、地域の市民活動や文化・交流事業の拠点施設として、昨年９月から整備を進めていたもので、災害時の避難所
としても位置づけられた施設です。
　施設は、鉄筋コンクリート造の交流棟（延床面積940㎡）と鉄骨造平屋建の学習棟（延床面積460㎡）の２棟が
あり、総工費は４億５,500万円です。

★愛称（サブネーム）を募集します
親しみのある施設としていただくため、水口交流センターの愛称を募集します。応募は、一人１点で、任意の用紙に愛称名、住所、氏名、
電話番号を記入し、７月１日（月）までに持参または、ＦＡＸで伴谷地域市民センターへご応募ください。原則、応募のあった中から名称を
決定いたします。
（例）甲南情報交流センター　→　忍の里プララ

水口交流センター市民活動や防災の拠点施設が完成水口交流センター水口交流センター

施設の概要
●名　　称／甲賀市水口交流センター
●所 在 地／水口町伴中山３７３７番地１
●交 流 棟／多目的ホール（バレーボールコート２面）
●学 習 棟／学習室１（約１６０人）、学習室２（約１２人）、事務室
●利用時間／9：00～22：00
●利用申請／7/1から　※利用月を含めて3ヶ月前から申請可　
　　　　　　受付日…平日8：30～17：15　伴谷地域市民センター
●休 館 日／年末年始

水口交流センター配置図

倉
庫

倉庫

物
入

器
具
庫

更衣室

更衣室

多目的ホール

交流棟学習棟

事務室 玄関

ト
イ
レ

エントランス
ホール

学習室
1

学習室
2

こ

に
し

や
ま
し
た
と
し

か
ず

や
ま
し
た
と
し
か
ず

し
も

か
わ
た
か
し

お
か

の

ち

よ

み

た

け
い

の

す
け

ば
た

西本 惠一氏（甲南町下馬杉）
にし もと けい いち

冨永 芳徳氏（京都市左京区）
春の叙勲春の叙勲

危険業務従事者叙勲危険業務従事者叙勲

とみ なが よし のり

冨増 修氏（水口町山）

伴谷地域市民センター
問い合わせ

63-697962-4982／

とみ ます おさむ



甲
賀
市
長
行市

長
へ
の
手
紙

（
受
取
人
）

5 2 8 8 7 9 0

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

（山折り）

料金受取人払郵便

水口支店承認
甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
〇
五
三
番
地

差出有効期間
平成27年5月
31日まで
切手を貼らずに
お出しください

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ
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　市内で最近、子どもが刃がむき出しのままの状
態でごみに出された刃物を誤って触り、手を切るけ
がをしたという事例が発生しました。
　市では現在、包丁やナイフなどの刃物を「金属ご

み」として、カミソリ、カッ
ター刃などの小さな刃物
は「埋立ごみ」として分別
回収を行っています。　そ
のため地域では、刃物を指
定日に分別かごに出してい

ただいていますが、刃がむき出しの状態で出され
ることも珍しくありません。事例のように誰が触る
か分かりませんし、回収や分別作業時も危険です。
　刃物などけがをする恐れがあるものを出される
際には、紙などでくるみ、品名を表に書いて出して
ください。また、管理上の
問題から、回収日にごみを
出してください。

　子どもから高齢者まで、皆が元気な生活に幸せを感じ
ることのできるまちを作っていくため、市政に対する市
民の皆さんのご意見やご提言を募集しています。　
　皆さんの積極的なご意見やご提言を「市長への手紙」
でお寄せください。いただいたお手紙は、市長が読ませ
ていただき、必ずお返事をさせていただきます。
　「市長への手紙」は、これまで平成２２年度に214通、
２３年度に73通、２４年度に69通いただきました。
　寄せられたご意見は、本紙やホームページなどに掲載
させていただく場合ありますのでご了承ください。（個人
情報の取り扱いには十分に注意いたします）
　「市長への手紙」は、このページの用紙をご利用いた
だくか、広報課、または各地域市民センターでお求めい
ただけますので、お気軽にお尋ねください。

生活環境課　廃棄物対策係
問い合わせ

63-458265-0690／

危険物のごみの
出し方について 【

要
件
】

●
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と（
介
護
保
険
料
段
階
が
１
〜
４
段
階
の
方

た
だ
し
、生
活
保
護
受
給
者
で
な
い
方
）

●
世
帯
員
全
員
の
前
年
収
入
金
額
の
合
計
額
が
１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。た
だ
し
世

帯
員
が
複
数
い
る
場
合
は
1
人
増
加
す
る
毎
に
40
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

●
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
に
扶
養
ま
た
は
援
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
金
銭
的
な
援
助
だ
け
で
な
く
、住
ま
い・食
事
の
提
供・公
共
料
金
の
負
担
等
あ
ら
ゆ
る
経

済
的
な
面
に
お
い
て
扶
養・援
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。）

●
世
帯
員
全
員
の
預
貯
金
等
の
合
計
額
が
１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
世
帯
員
全
員
の
資
産
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

●
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。ま
た
は
、分
納
誓
約
等
を
履
行
し
て
い
る
こ
と
。

詳
し
い
要
件
、申
請
方
法
、添
付
書
類
等
は
、長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
、次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
場
合
、介
護
保
険
料
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

不
慮
の
災
害
等
に
よ
り
生
活
の
基
盤
と
な
る
資
産
に
甚
大
な
損
害
を

被
っ
た
方

事
業
の
休
廃
業
、失
業
、疾
病・負
傷
等
よ
り
収
入
が
減
少
し
、生
活
が

著
し
く
困
難
に
な
っ
た
方

恒
常
的
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

生
活
困
窮
な
ど
に
よ
り
減
免

長
寿
福
祉
課　

介
護
保
険
係

6
5
｜

0
6
9
8
／　

6
3
｜

4
0
8
5

問
い
合
わ
せ

※26日・27日いずれも、説明会の内容は同じです。

開催月日 時間 場所 講師

6月26日（水）

6月27日（木）

第1回
10時～12時

第2回
14時～16時

第3回
14時～16時

水口納税協会
3階会議室

（税務署の横）

湖南市商工会
（サンライフ甲西）

税理士

水口税務署　個人課税部門
問い合わせ

62-0314（代表）※自動音声によりご案内しています。アナウンスに従い操作してください。

記帳義務が拡大記帳義務が拡大記帳義務が拡大
法律の改正により平成２６年１月から個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、

記帳と帳簿等の保存が必要になります。
※対象となる方は、事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

所得税申告の必要のない方も対象となります。
詳しくは国税庁ホームページ（http//www.nta.go.jp）をご覧ください。

記帳説明会のご案内

平成２６年１月から開始する記帳制度
拡大に向け、次のとおり「記帳説明会」
を開催いたします。「記帳説明会」では、
記帳・記録保存制度の概要や記帳方法
等についての説明を行います。どなた
も参加できますので、ぜひお越しくだ
さい（申込不要）　次回は平成２５年１
１月上旬の開催予定です。

問い合わせ

63-461965-0675／広報課　広報公聴係

水口税務署
からの
お知らせ

介
護
保
険
料

③ ② ①

住みよいまちづくりのため、
皆さんのご意見をお寄せください

市長への手紙

刃物など

▲金属ごみに交じり、刃がむき出し
　の状態で出されている包丁

▲刃物などの危険物は
　紙などでくるんだ上、
　品名の明記を

134



◎公表してもよい方は下記の｢公表してもよい｣に、
　公表してほしくない方は｢公表しないでほしい｣に○印を
　付けてください。

住　

所

氏　

名

電　

話

性　

別

年　

齢

男・女

歳

〒

市長への手紙

内容の公表 公表してもよい・公表しないでほしい

キ

リ

ト

リ

回答を希望されるか選択してください 要　・　不要

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

（差出人）
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【狩猟免許について】
　狩猟は鳥獣保護法で「法定の期間に法定猟法
により、狩猟鳥獣の捕獲等を行うこと」と定めら
れており、狩猟免許を取得することが必要です。
狩猟免許は使用する猟法により、網猟免許・わな
猟免許・第一種銃猟免許・ 第二種銃猟免許があり
ます。わな猟免許では、「はこわな」や「くくりわ
な」といった猟法を使って狩猟をすることがで
き、第一種銃猟免許では、装薬銃を使って狩猟を
することができます。（実際狩猟をする際には、都
道府県への狩猟登録が必要。また、第一種銃猟
免許の場合には、銃砲刀剣類所持等取締法によ
る銃の所持許可が必要。）

【狩猟免許試験について】
　免許取得試験は、滋賀県が実施しています。試
験日程は表のとおりです。

　なお、試験についての予備講習会が、滋賀県猟
友会において計画されています。（申込等詳細につ
いては滋賀県猟友会までお問い合わせください。

【市による補助金制度について】
◎狩猟免許取得支援補助金
補助対象：新規免許取得の経費
補助率：事前講習会受講料は三分の一以内。試
験手数料は全額
補助限度額：10,000円／人（ただし予算の範囲内）

◎法定猟具購入等事業補助金
補助対象：狩猟免許保有者が法定猟具を購入・製
作する経費（Ｈ２５～２７年度に限り、一人一回／年度
申請可能）
補助率：二分の一以内
補助限度額：わなは100,000円／人、銃器は
200,000円／人（ただしいずれも予算の範囲内）
（詳細はお問い合わせください）  

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」に
よ
り
有
効
期
間
が

８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
有
効
期
限
が
満
了
す
る
前
に
、新
メ
ー
タ
ー

へ
の
交
換
作
業
を
甲
賀
市
管
工
事
協
同
組
合
に
委
託
し

て
実
施
し
ま
す
の
で
、次
の
注
意
点
を
ご
覧
い
た
だ
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
６
月
か
ら
毎
偶
数
月
に
、甲
賀
市
管
工
事
協
同
組
合

加
盟
業
者
が
対
象
の
お
宅
に
お
伺
い
し
て
、順
次
、交

換
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

②
対
象
の
方
に
は
、ハ
ガ
キ
で
交
換
予
定
日
と
業
者
名

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
交
換
に
伴
う
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

④
交
換
時
の
立
会
い
は
、必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
メ
ー
タ
ー
の
交
換
の
際
に
は
、
一
時
的
に（
通
常
５

〜
２０
分
程
度
）断
水
し
ま
す
。

⑥
止
水
栓
の
不
良
等
で
交
換
が
で
き
な
い
場
合
は
、後

日
修
繕
工
事
の
上
、実
施
し
ま
す
。

⑦
市
の
設
置
以
外
で
、有
効
期
限
の
８
年
が
経
過
し
て

い
る
も
の
は
、所
有
者
に
お
い
て
交
換
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、安
心
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
全

て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

な
ど
）の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

市
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
、ま
た
、啓
発
や
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、推
進
委
員
と
し
て
、福
祉
に
つ
い

て
関
心
の
あ
る
方
を
委
員
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

【
対　
　

象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
福
祉
に
関
心

の
あ
る
方

【
募
集
人
員
】１
名

【
任　
　

期
】平
成
２５
年
６
月
〜
平
成
２７
年
３
月

【
申
込
方
法
】ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
考

え
や
思
い
を
、４
０
０
字
程
度（
様
式
自

由
）で
記
入
し
て
い
た
だ
き
、①
住
所
、

②
氏
名
、③
連
絡
先（
電
話
、F
A
X
、

メ
ー
ル
等
）を
明
記
の
上
申
込
み
。

【
提
出
場
所
】社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー（
旧
支
所
）

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
の
提
出
も
可
能

【
申
込
期
限
】６
月
１４
日（
金
）

　

今
年
度
、庁
舎
改
修
整
備
の
基
本
設
計
に

取
り
掛
か
る
た
め
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
設
計
業
者
の
募
集
を
開
始
し
ま

し
た
。今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

社
会
福
祉
課　

福
祉
政
策
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koka1
0
2
5
3
0
0
0
@
city.koka.lg.jp

6
5
｜

0
7
0
0
／　

6
3
｜

4
0
8
5

問
い
合
わ
せ

庁
舎
整
備
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.koka.lg.jp/

6
5
｜

0
6
6
1
／　

6
3
｜

4
5
6
1

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
料
金
課

8
6
｜

8
0
1
4
／　

8
6
｜

8
0
3
2

問
い
合
わ
せ

滋賀県猟友会
問い合わせ

077-525-7304

問い合わせ

63-459265-0734／獣害特別対策室

市が狩猟免許取得・法定猟具などの
購入をサポート

試験日 申込期間

7月13日（土）第1回

第2回

第3回

6月　5日（水）から
6月19日（水）まで
7月29日（月）から
8月　9日（金）まで

10月29日（火）から
11月13日（水）まで

9月　6日（金）

12月　8日（日）

滋賀県甲賀森林整備事務所
問い合わせ

63-6116

市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

推
進
協
議
会
委
員
募
集

庁
舎
改
修
整
備
基
本
設
計

業
務
の
公
募
を
開
始

募　集　期　限
６月６日（木）まで

第１次審査（書類審査）
６月中旬

技術提案書提出期限
７月8日（月）まで

第２次審査
（プレゼンテーション等）

７月13日（土）

　

第
２
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
公
開
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。７
月
下
旬
に
は
、基
本
設

計
業
者
が
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」（
検
針
票
）レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

　

現
行
の「
市
税
等
口
座
振
替（
納
付
）通
知
書・市
税
等
口
座

振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
」（
圧
着
ハ
ガ
キ
）の
発
送
が
９
月
で
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、９
月
の
水
道
検
針
時
よ
り
使
用
水
量
の

お
知
ら
せ（
検
針
票
）に
、水
道
料
金・下
水
道
使
用
料
の
請
求

予
定
金
額
、前
回
の
使
用
水
量
を
掲
載
予
定
し
て
い
ま
す
。

復興の　未来と生命（いのち）　照らす水 ―第５５回水道週間―【６月１日～７日】
毎日使用している水道水は、生活に欠かせないものです。この機会に１人ひとりが水を大切にするよう心がけ、水の大切さについて考えましょう。

水道メーター交換にご協力を
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６
つ
の
和（
輪
）

　

環
境
安
全
・
教
養
文
化
・
体
育
・
健
康
福

祉
・
産
業
振
興
・
青
少
年
育
成
、
６
つ
の
専

門
分
野（
部
会
）を
中
心
に
、
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
、
日
々
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

環
境
安
全

　

予
期
で
き
な
い
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
る
昨
今
、総
合
防
災
訓
練
を
通
し
て
、

消
火
栓
ホ
ー
ス
や
三
角
巾
で
の
初
期
手
当
て

の
方
法
な
ど
を
体
験
学
習
し
ま
す
。

　

他
に
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り
・
防
災
講
習
会
・

救
急
救
命
講
習
会
な

ど
の
開
催
に
よ
り
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が

防
災
・
減
災
の
意
識

が
高
ま
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
養
文
化

　

歴
史
散
策
と
文
化
講
座
を
、
春
・
秋
２
回

ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
内
の
遺
跡
や
神

社
仏
閣
を
散
策
し
、
柏
木
の
ス
ゴ
サ
を
再
発

見
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
恒
例
の
文
化
祭

で
は
、
趣
味
や
自
慢
の
作

品
を
展
示
し
、
当
日
は
、

た
く
さ
ん
の
老
若
男
女
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。

体
育

　

５７
回
目
を
迎
え
た
昨
年
の
体
育
祭
は
、
約

３
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
恒
例
の
競
技
の

他
に
、
新
種
目「
防
災
リ
レ
ー
」を
加
え
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
皆
汗
を
流
し
、

一
日
頑
張
り
ま
し
た
。

　

他
に
、
ペ
タ
ン
ク
大
会

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も
開

催
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
健
康
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
年
４
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
９
つ
の
区
か
ら
参
加
の

皆
さ
ん
は
、
互
い
に
交
流
を

深
め
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
小
学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
・
冬

休
み
に
は「
か
し
わ
ぎ
☆
わ
い
わ
い
教
室
」を

開
い
た
り
、
柏
木
小
学
校
の
発
表
会「
柏
っ
子

ま
つ
り
」の
日
に
は
、「
高
齢
者
の
集
い
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

　

発
足
し
て
日
が
浅
い
部
会
で
す
が
、「
肥

沃
な
地
に
恵
ま
れ
た
当
地
域
で
収
穫
さ
れ
た

野
菜
を
、地
元
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
ほ
し
い
。」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
地
産
地
消
を
目
的
と
し

た「
野
菜
市
場
」を
開
催
し
ま
す
。

青
少
年
育
成

　

保
育
園
児
や
小
学
生
約
８０
名
が
集
ま
り
、

「
み
ん
な
集
ま
れ
！
青
少
年
の
ひ
ろ
ば
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。
メ
ン
コ
・
お
手
玉
・
コ
マ
ま

わ
し
な
ど
、
懐
か
し
い
昔
の
遊
び
や
宝
探
し

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み

ま
す
。

　

ま
た
、
お
昼
に
は
、

手
作
り
の
竹
製
の
樋
を

使
っ
た「
そ
う
め
ん
流
し
」

を
体
験
。
子
ど
も
達
は

皆
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
の
他
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
祭
や
体
験

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス

●
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
設
置

　

未
曾
有
の
自
然
災
害
に
備
え
、
か
ま
ど
ベ

ン
チ
の
製
作
に
よ
り
、
防
災
の
意
識
が
高
ま

り
ま
し
た
。

●
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

犬
の
散
歩
時
を
利
用
し

て
、
住
民
の
方
の「
気
配
り
」

「
目
配
り
」に
よ
っ
て
、
地
域

の
防
犯
に
役
立
て
よ
う
と
、「
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」を
本
年
度
発
足
し
ま
し
た
。
ま

さ
に「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」で
す
。

●
オ
ウ
ム
追
放
集
会

　

当
地
域
に
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教（
現
・
ア

レ
フ
）の
教
団
施
設
が
あ
り
、
日
々
恐
怖
と

不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
こ

の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
、

警
察
や
公
安
調
査
庁
の
ご
協

力
を
得
て
、「
オ
ウ
ム
追
放

集
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

｠｠かしわぎ自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

｠｠かしわぎ自治振興会
輪

－ 古代ロマン漂う里　柏木 －

かしわぎ自治振興会は、「安全・安心」をキーワードに、９つの区が集まり、住み良いまちづくりを目指しています。
甲賀市の「西の玄関口」に位置する柏木学区は、古代遺跡が数多く残る歴史と伝統文化に恵まれた地域であり、

都市化との融合を図り、「住民による住民のための」住民参画型の事業を進めてまいります。

地域市
民セン

ター

地域市
民

西東
北南

西東
北南

西東
北南

岩
上
で
子
育
て
ひ
ろ
ば
開
催

●
岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「火遊びは絶対にしません」

幼年消防クラブ
新入式 ●希望ヶ丘

　地域市民センター

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
が
５
月
１６

日
、岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
普
段
水
口
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
同
催
し
を
お
住
ま
い
の

近
く
で
開
催
す
る
出
前
ひ
ろ

ば
で
、
年
間
３
回
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
初
め
て

の
ひ
ろ
ば
は
、
２
組
の
参
加

で
ゆ
っ
た
り
と
遊
べ
、
お
話
も

十
分
に
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
の
は
ご
近
所
の
方
で
し

た
が
、
ひ
ろ
ば
へ
は
初
の
参
加
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら
、
色
々
な
情
報
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
参
加
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。
次
回
は
、
１０
月
２４
日
に
開
催
予
定
で
す

の
で
、
お
近
く
の
方
は
一
度
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

山
内
小
学
校
で
田
植
え
体
験
教
室

●
山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

山
内
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
が
5
月
15
日
、
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
約
20
年
前
か
ら
同
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
す
っ
か
り
初
夏
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
の
鍋
家
渡
支
雄
さ
ん
か
ら「
水
」に
つ
い
て
の

お
話
を
お
聞
き
し
た
後
、〝
い
ざ
田
ん
ぼ
へ
〞裸
足
で
田
ん
ぼ

へ
入
り
田
植
え
の
始
ま
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は「
お
も
し
ろ

か
っ
た
」「
足
が
く
す
ぐ
っ
た
い
」な
ど
楽
し
く
田
植
え
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
田
植
え
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
」と
笑
顔
で

話
さ
れ
る
鍋
家
さ
ん
。

　

収
穫
後
は
お
に
ぎ
り
に

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
い
た
だ
く
予
定
で
、

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

甲
南
希
望
ヶ
丘
保
育
園
で
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
新
入
式
が
５
月
８
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
幼
年
期
か
ら
正
し
い
火
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、
火

災
予
防
の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
年
長
組
の
35
名
が
、
お
揃
い
の
法
被
を
着
て
、

甲
南
消
防
署
の
署
長
か
ら
お
話
を
聞
い
た
後
、
全
員
で「
３
つ
の
防
火
の
ち
か

い
」を
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
な
声
で
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
士
さ
ん
に
防
火
服
を
着
せ
て
も
ら
い
、
消
防
車
を
後
ろ
に
記

念
写
真
を
撮
り
、
式
を
終
え
ま
し
た
。

　

活
動
は
年
3
回
行
わ
れ
、次
回
は「
正
し
い
花
火
の
仕
方
」を
学
ぶ
予
定
で
す
。

自然満喫
「多羅尾の郷ハイキング」
●多羅尾地域市民センター

　

多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
は
５
月
１８
日
、
信
楽
高
原
鐵
道
の
催
し「
癒
し

の
多
羅
尾　

季
節
の
素
材
と
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
」で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
ら

れ
た
お
客
さ
ん
に
地
元
を
案
内
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
今
年
３
年
目
で
、

多
羅
尾
の
お
寺
や
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡
、
磨
崖
仏
な
ど
の
史
跡
を
巡
り
、

昼
食
に
は
地
元
で
と
れ
た
お
米
や
野
菜
を
使
っ
た
お
弁
当
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
時
に
は
、
お
客
様
に「
よ
う
こ
そ
多
羅
尾
へ
」と
感
謝
を
込

め
た
手
作
り
の
お
地
蔵
様
が
お
土
産
と
し
て
手
渡
さ
れ
、
多
羅
尾
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
同
校
を
P
R
し
た
手
作
り
の
栞
が
送
ら
れ
、
お
客
様

の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

輪輪輪
No.20

か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
事
務
局

（
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）　

6
2
｜

0
4
0
4
／
　
6
3
｜

2
2
0
4

問
い
合
わ
せ

▲総合防災訓練

▲体育祭

▲グラウンドゴルフ大会

▲歴史散策

▼オウム追放集会 ▲

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

｠｠かしわぎ自治振興会

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域の

た

ら

お

だ
い
か
ん
じ
ん

や

あ
と

な
べ

や

と

し

お
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●
受
験
案
内
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
お
よ

び
配
布

●
受
験
資
格
／
平
成
２５
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
２６
年
３
月
ま

で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見

込
み
の
方
な
ど

●
受
付
期
間
／
①〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉６
月

２４
日（
月
）〜
７
月
３
日（
水
）

②〈
郵
送
ま
た
は
持
参
〉

６
月
２４
日（
月
）〜

６
月
２８
日（
金
）

●
試
験
区
分
／

事
務
、
技
術
、
農
業
、

農
業
土
木
、
林
業

●
一
次
試
験
日
／

９
月
８
日（
日
）

●
試
験
地
／

京
都
市
、
大
阪
市
、

神
戸
市
、
奈
良
市
、

和
歌
山
市
、
田
辺
市

 

国
家
公
務
員
採
用

 

一
般
職（
高
卒
者
）試
験

平
成
２５
年
度

問い合わせ

人事院近畿事務局　試験係
大阪市福島区福島1‐1‐ 60 06-4796-2191
ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo01_B.htm

　皆さんの生活の中で、歯周病に対する
意識はどうでしょうか。痛くないから放置
したり、痛くても忙しいから放置したり、

なかなか歯科医院に通院する時間が取れないことが多いのではないでしょうか。
　しかし、歯周病を放置していると細菌が血液に入り全身を循環します。その影響で、歯周病患者では心臓病のリ
スクが２倍高いと言われています。また、妊婦の方は早産になったり低出生体重児を出産する確率が7.5倍も高
いと言われています。
　最近では糖尿病と歯周病が相互に関係し、それぞれの病状を悪化させる可能性も報
告されています。歯周病治療によってHbA1c・血糖値が改善したという報告もあること
から、糖尿病と歯周病は相互関係があるようです。
　歯周病は全身との関わりが強いと言われています。糖尿病の方、妊婦の方、全身疾患
を予防したい40歳から70歳までの方は、ぜひ歯周疾患検診を受診してください。

　平成24年度中に３歳６か月健診を受けられた方の
うち、親子ともにむし歯がなく・お口の中の状態が良好
な方を、７月２１日に滋賀県で行われる「親子でいい歯
のコンクール」へ推薦します。
　該当の方で推薦を希望される場合は親・子のお口の
状態を事前に確認させていただきますので、６月１７日
までに健康推進課  母子保健係へご連絡ください。

●むし歯菌を増やさない：ブラッシング（フッ素の入った歯磨き粉などを使うと、歯の質が強くなります）
●規則正しい生活を送り、飲食回数を減らす●バランスよい食事をよく噛んで食べる

●たばこを吸わない●定期検診を受ける

全身を蝕む全身を蝕む全身を蝕む歯周病
むしば

むし歯予防・歯周病予防は毎日の生活習慣から

親子でいい歯のコンクールのお知らせ

　診察・パノラマＸ線撮影により歯と歯ぐきの状
態を確認します。現在、歯の治療を受けていない
４０～７０歳の方が対象です。希望の方は指定歯
科医療機関へ申し込みください。詳しくは検診
カレンダー25ページをご覧く
ださい。

歯周疾患検診のお知らせ

健康推進課　健康増進係
問い合わせ

63-459165-0737／健康推進課　母子保健係
問い合わせ

65-0736

健康推進課　健康増進係
問い合わせ

63-459165-0737／

健康推進課　健康増進係
問い合わせ

63-459165-0737／

※詳細については、健診（検診）カレンダーをご覧ください。

○のある時間帯で健診を実施
実施場所 日程／受付時間 午前9：00～11：00

○

○

○託児つき
○

○
○

○託児つき

○託児つき
○

午後13：30～15：00

○

○

夜18：00～19：30
6月25日（火）
7月  8日（月）
7月10日（水）
6月20日（木）
6月26日（水）
6月  5日（水）
6月28日（金）
6月24日（月）
7月10日（水）
6月12日（水）
6月14日（金）

水口保健センター

土山開発センター

甲賀保健センター
（甲賀創健館）

甲南保健センター

信楽開発センター

　市では、学校や職場で健診を受ける機会のない19歳から39歳
(S49.4.1～H7.4.1以前生)の方を対象に基本健診を実施しています。 
　今年度から、夜間の実施や、託児つき健診も始まりましたのでご夫婦、
お友達同士、お誘い合わせの上お越しください。

各検診の指定医療機関、詳細については健診（検診）カレンダーをご覧ください。
肝炎ウイルス検診・結核検診（Ｐ２３）　前立腺がん検診（Ｐ２２）
対象者の年齢は、平成26年4月1日到達年齢です。
70歳以上の方は受診料が無料となります。

これから始まる指定医療機関各種検診

●健診項目／問診・身体計測・医師診察・尿検査・血圧測定・血液検査
●受 診 料／1,000円
●託　　児／託児つき健診日の7日前までに要予約
※受診を希望される方は、
　実施時間に各会場へ
　お越しください。（予約不要）

基本健診
で

健康管理
を

検診の種類

40歳以上の方で過
去に市の肝炎ウイル
ス検診を受けたこと
がない方

実施機関

6月～1月末 1,000円

対象者 検診内容 受診料

肝炎ウイルス検診 問診・血液検査
（Ｂ型肝炎＋Ｃ型肝炎）

50歳、55歳、60歳、
65歳、70歳の男性
の方

7月～12月末 1,000円前立腺がん検診 問診・血液検査
（ＰＳＡ検査）

6月～1月末 65歳以上の方 無料結核検診 胸部レントゲン撮影

指定医療機関で受ける肝炎ウィルス検診・結核検診・前立腺がん検診が始まります。
ご自身の健康管理のため、ぜひご活用ください。

（肝炎ウイルス検診は、平成25年度から集団検診での実施はなくなり、
指定医療機関のみでの実施となります。）

甲賀湖南歯科医師会　眞岡 淳之

※受診の方は各機関窓口に直接お申し出ください。

さな おか あつ し



里山遊びで元気いっぱい

育児の悩み共有でほっと安心

コンサートで学ぶ火災予防

　

春
の
ふ
る
さ
と
散
策
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
５
月
１０
日
、信
楽
町

長
野
で
開
催
さ
れ
、約
３０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、

市
内
各
地
を
巡
り
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導
で

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法

を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
の「
ス
テ
ッ

キ
」と
呼
ば
れ
る
杖
を
両
手
に

も
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

約
２
時
間
か
け
て
信
楽
図
書
館
か
ら
窯
元
散
策
路
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
み
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。コ
ー
ス
を
考

え
る
の
が
楽
し
み
で
す
」と
、こ
の
催
し
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち
と
こ
れ
か
ら
の

プ
ラ
ン
作
り
の
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
消
防

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が
５
月
４
日
、ア

ル
プ
ラ
ザ
水
口
１
階
の
広
場
で
開
催
さ

れ
、多
く
の
買
い
物
客
ら
が
足
を
と
め
演

奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、普
段
消
防
の
任
務
に
つ

い
て
い
る
消
防
職
員
ら
が
非
番
の
日
に
練

習
を
重
ね
、防
火
の
啓
発
を
す
る
た
め
に

開
か
れ
た
も
の
で
、演
奏
の
ほ
か
火
災
報

知
器
の
設
置
や
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で
お
な
じ
み
の
曲
が

演
奏
さ
れ
る
と
、会
場
に
は
い
つ
の
間
に

か
人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。家
族
で
買

い
物
に
訪
れ
た
と
い
う
お
客
さ
ん
は「
演

奏
の
合
間
に
防
火
の
心
得
が
聞
け
た
の

で
、僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し

て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人「
甲
賀
の
環
境・里
山
元

気
会
」が
主
催
す
る「
初
夏
の
里
山
体

験
」が
５
月
５
日
、同
会
が
管
理
す
る
水

口
町
松
尾
の
里
山
で
催
さ
れ
、親
子
ら

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

昨
年
度
か
ら
市
が
市
民
協
働
事
業
と
し

て
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
子
ど
も
た
ち
は
、同
会
役
員
の

皆
さ
ん
に
里
山
遊
び
の
ル
ー
ル
を
教
え

て
も
ら
い
、カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
つ
か
み

や
、竹
巻
き
パ
ン
作
り
な
ど
自
然
の
中
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は「
木
や
土
が
い
い
匂
い
。ま
た
こ

こ
に
ゆ
っ
く
り
遊
び
に
来
た
い
で
す
」と

普
段
あ
ま
り
遊
ぶ
こ
と
の
な
い
里
山
の

休
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ふるさと散策ウォーキング

初夏の里山体験

知事とふれあい「ざぶとん会議」

消防音楽隊演奏会
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◆どんな思いを込めてこのポスターを？
　　絵の中には７つの大陸に住む絶滅危惧種を中心
に、世界の動物を描きました。平和な世界で、地球
中の絶滅が心配される動物たちの家族を救いた
いという願いがこもっています。お母さんと一緒に、
１年かけてデザインを考えました。

◆優秀賞に選ばれて、感想は？
　　こんなに嬉しいことは、生まれてはじめてです。他
の優秀賞作品を見て「すごい」と思いますし、私は私
の思ったことを一生懸命描いて認めていただいた
ので、とっても満足しています。

◆アイディアはどこから？
　　動物や世界についての本やドキュメント番組が好
きなので、そういう内容のものを見ていると色々ア
イディアが湧いてきます。あと、絵が上手なお母さ
んには、よくアドバイスをもらいます。

◆今も作品を描いていますか？
　　はい。他のコンクールを探して、出展しています。
実は、絵ではないですが「あいこうかうたプロジェク
ト」では特選をいただきました。

◆今後について一言
　　私の将来の夢は、獣医さんになってNGOなどで、
世界中の動物たちを助けて回ることで、絶滅危惧
種って言葉がなくなればいいなって思っています。
そして、それと一緒に大好きな動物たちの絵をこれ
からもいっぱい描いていきたいと思います。

城山中学校１年城山中学校１年
さ    とう      きさらぎ
城山中学校城山城山中学校城山城山中学校城山中学校中学校城山中学校中学校城山中学校城山中学校城山中学校１年１年１年１年

田んぼの生きもの探しに無我夢中

▲

家
族
で
受
賞
を
喜
ぶ
佐
藤
さ
ん

山内生きもの観察会

信楽路をウォーキング

◆どんな思いを込めてこのポスターを？
　　絵の中には７つの大陸に住む絶滅危惧種を中心

さ    とう      きさらぎさ    とう      きさらぎさ    とう      きさらぎさ    とう      きさらぎ

　
佐藤さんの作品

は、ライオンズクラブ
国際協会「第２５回国際
平和ポスター・コンテスト」
で、世界５５か国約４０万人
の応募の中から、優秀賞
２４作品のうちの一つ
に選ばれました。

　

第
１
０
０
回
知
事
と
ふ
れ
あ
い「
ざ

ぶ
と
ん
会
議
」が
５
月
２
日
、水
口
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、１１

人
の
お
母
さ
ん
が
嘉
田
知
事
と
育
児

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
育
児
に

つ
い
て
の
相
談
や
、子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、育
児
に
励
む

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

一
人
ひ
と
り
育
児
に
対
す
る
悩
み
や

疑
問
を
育
児
の
先
輩
で
あ
る
知
事
に

投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。参
加
者
の
一

人
は「
育
児
の
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込

む
こ
と
が
多
い
で
す
が
、今
日
皆
さ
ん

の
話
が
聞
け
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」と

育
児
仲
間
が
で
き
た
こ
と
に
安
心
の

表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

信楽を
ウォーキングで
楽しむ参加者

見つけた生きものに興味津々

　

地
元
グ
ル
ー
プ
ら
が
主
催
す
る
田
ん
ぼ
の
生
き
物
観
察
会
が
５
月
１１
日
、山

内
公
民
館
周
辺
で
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
約
３０
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
、子
ど
も
の
森
や
大
学
の
専
門
家
も
企
画
に
参
加
し
て
お
り
、

田
ん
ぼ
周
辺
の
生
き
も
の
や
自
然
の
様
子
を
正
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、オ
ス
が
卵
を
背
に
乗
せ
て
守
る
コ
オ
イ
ム
シ
や
、サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
数

が
減
少
し
て
い
る
生
き
も
の

も
見
る
こ
と
が
で
き
、子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
た

ち
も
生
き
も
の
探
し
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

後
、生
き
も
の
や
環
境
に
つ

い
て
講
義
が
行
わ
れ
、参
加

者
は「
勉
強
に
な
っ
た
」と
、

こ
の
日
学
ん
だ
こ
と
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

円座で育児の悩みを話し合うお母さんたち

音楽隊の演奏に
聞き入る

観客

カブトム
シの幼虫

探しに

夢中にな
る子ども

たち

佐藤 如月さん佐藤 如月さん

平和ポスターで国際表彰

※佐藤さんの受賞作品は
　裏表紙に掲載しています。

平和ポスターで国際表彰
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こ
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●
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は

　ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
は
、

不
慮
の
事
故
や
犯
罪
・
暴
力
、
災
害

等
に
よ
る
死
亡
や
け
が（
外
傷
）を
防

ぐ
こ
と
で
、
ま
ち
や
地
域
の
安
全
の

質
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

今
回
は
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

原
点
と
な
っ
た
外
傷
予
防
活
動
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

●
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

　誕
生

　

先
進
国
で
交
通
事
故
や
け
が
・
中

毒
等
の
死
亡
者
が
急
増
し
、
外
傷
予

防
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
始
め
た

1
9
7
0
年
代
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

フ
ァ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
地
域
で
、

あ
る
実
験
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特

色
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

①
事
故
を
記
録
し
て
傾
向
・
問

題
点
を
つ
か
む

②
事
故
や
け
が
の
被
害
に
あ
い

や
す
い
地
域
や
人
々
等
を
分

析
し
、
重
点
を
絞
っ
て
効
果

的
な
対
策
を
講
じ
る

③
効
果
・
課
題
を
評
価
し
て
改

善
に
つ
な
げ
る

　

い
ず
れ
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、

科
学
的
な
デ
ー
タ
分
析
で
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
フ
ァ
ル
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
地
域
で
は
３
年
間
で
外
傷
に
よ

る
医
療
機
関
受
診
を
30
％
減
少
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

人
口
規
模
や
文
化
、
地
域
性
等
の
違

い
を
問
わ
ず
実
施
で
き
る
た
め
、Ｗ
Ｈ

Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）の
働
き
か
け
に

よ
り
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し

て
体
系
化
さ
れ
、
世
界
各
国
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

●
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　手
法
を
生
か
し
て

　

フ
ァ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
地
域
に
始
ま
っ

た
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
手
法
は
、

外
傷
予
防
に
と
ど
ま
ら
ず
、
活
動
や

施
策
の
効
果
を
高
め
る
手
法
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
応
用
可
能
で
す
。

甲
賀
市
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
全
体
を
更
に
発
展
さ
せ
、
誰
も
が

暮
ら
し
の
中
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る「
生
活
感
幸
」の
ま
ち
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

出
典
：「
世
界
に
お
け
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
歴
史
と
展
開
」白
石
陽
子
著

情報交流ひろば

Vol.29い か
こい か
こ

となりまち
亀山伊賀

甲賀

　お茶の生育に適した気候風土に恵まれた亀山市
では、上質な香りや最高の風味を醸す良質なお茶
が生産されています。
　「亀山茶ペットボトル」は、亀山茶の普及を進める
ため、市内の各種団体などで組織した「亀山茶ブラ
ンド化推進協議会」が研究開発。亀山茶の特徴を
活かすため、普通のペットボトルのお茶より濃い味
わいとなっています。新茶の季節には、キャップに
内蔵された初摘みの新茶粉末をペットボトル内に落
とし込み、よく振って混ぜて飲む、数量限定タイプ
も登場。ほかでは味わえない亀山茶の味をペットボ
トルでもぜひご賞味ください！

　伊賀の名物かたやきは、その昔、伊賀の忍者が
屋根裏や床下にかくれて攻撃の機会を待つとき、
携帯したと言われています。かさが小さく滋養に富
み、日持ちが良く、保存食としても重宝されました。 
当時のかたやきに風味を増し、食べやすいよう製
法に改良を加え、現代では老若男女を問わず愛好
されています。小麦粉と砂糖を主原料とし、日本
一堅いおせんべいと言われ、木槌で割って、口の
中で唾液でふやかしながら食べます。近ごろは手
裏剣型のかたやきや、ソフトクリームの上にかたや
きを乗せたデザートなども登場しています。素朴な
味わいの伊賀の逸品です。

問い合わせ

0595-22-9670伊賀市観光戦略課

亀山茶ペットボトル かたやき

～気軽に楽しむ上質な香りと旨味～ ～日本一堅いおせんべい～

　

地
域
福
祉
大
会
は
、
甲
賀
市
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
基
づ
き

「
健
康
福
祉
の
ま
ち
甲
賀
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
め
る
企
画
が
も
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】６
月
２２
日（
土
） 　
９
時
４０
分
〜
１４
時
３０
分（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】忍
の
里
プ
ラ
ラ

【
内
容
】①
９
時
４０
分
〜
１０
時〈
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
劇
団
ふ
り
ぃ
だ
む
）〉

②
１０
時
１０
分
〜
１０
時
２５
分〈
開
会
式
典（
表
彰
・
感
謝
状
）〉

③
１０
時
35
分
〜
１２
時
１５
分〈
講
演
・
事
例
発
表「
ま
ち
づ

く
り
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
よ
う
」〉

・
講
師
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
笠
井 

賢
紀
氏  

（
龍
谷

大
学　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）

・
事
例
報
告
…
希
望
ヶ
丘
お
と
な
こ
ど
も
☆
未
来
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
立
命
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ボ
ラ
っ

ち
ぇ
」／
東
近
江
市
杠
葉
尾

④
１０
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
模
擬
店
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
・

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
・
手
話

ラ
イ
ブ　

※
入
場
無
料

※
当
日
、
プ
ラ
ラ
ま
で
は
福
祉
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳

細
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
思
い
や
る
こ
こ
ろ
・

　
　
　
　
　
　

  

ふ
る
さ
と
こ
う
か
」

社
会
福
祉
課
福
祉
政
策
係

6
5
｜

0
7
0
0
／
　
6
3
｜

4
0
8
5

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

6
5
｜

6
3
7
0
／
　
6
3
｜

4
8
2
3

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

8
6
｜

8
0
1
2
／
　
8
6
｜

8
3
9
0

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　

安
心
安
全
係

6
5
｜

0
6
6
5

6
3
｜

4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

あいこうか市民ホール
問い合わせ

62-2626 62-2625（月曜休館）

〜
地
域
福
祉
大
会
開
催
〜

　滋賀県立近代美術館が、滋賀ならではの『美』を
さまざまな地域の方に気軽に楽しんでいただこう
と、県内各所で出張展示を行っています。
　「加工されていない生の芸術」という意味の「アー
ル・ブリュット」。
　伝統的な美術教育や美術史の流れに属さない独
創的な表現を鑑賞することができます。

●日　時／6月12日（水）～23日（日）
　　　　　9時30分～17時
　　　　　※17日（月）は休館
●会　場／あいこうか市民ホール展示室
●入場料／無料

　

市
公
共
下
水
道
事
業
の
将
来

計
画
や
、適
正
な
維
持
管
理
に

つ
い
て
、調
査
や
審
議
を
行
う

公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
の
第

４
期
委
員
に
学
識
経
験
者
や
受

益
者
の
代
表
と
し
て
次
の
１５
名

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
は
、平
成
２５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

の
２
年
間
）

おでかけミュージアム・キャラバン 第
４
期
委
員
を
委
嘱

「滋賀のアール・ブリュット」展

福
西　

義
幸　

山
田　

嘉
一
郎

池
内　

眞
弓

田
村　

光
男

村
山　

孝
男

前
田　

敦
子

岩
﨑　

延
幸

奥
山　

清
美

井
用　

恵
子

木
村　

茂
良

山
川　

芳
範

山
本　

眞
弓

宇
田　

康
雄

松
下　

富
男

木
下　

美
加

就
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん（
順
不
動・敬
称
略
）

み
ん
な
で
つ
く
る
安
心
・

安
全
な
ま
ち

公
共
下
水
道

事
業
審
議
会

　伊賀の名物かたやきは、その昔、伊賀の忍者が

問い合わせ

亀山茶農協直売所 茶気茶気 0120-188-239
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情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
6
月
12
日（
水
）13
時
30
分
〜
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
名（
1
人
約

30
分
）※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２
｜

１
１
５
１
／　

６
３
｜

０
１
７
3

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

第
１
回
甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座

●
日
時
／
６
月
２３
日（
日
）１３
時
〜
１５
時

●
場
所
／
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

●
内
容
／
講
演　

滋
賀
県
緑
化
相
談
員
、

樹
木
医
に
よ
る「
ふ
る
里
の
風
情
・
桜
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
」

展
示
／
う
ぐ
い
川
の
桜
の
写
真
、ホ
タ
ル

の
生
息
、生
態
資
料

●
申
込
締
切
／
６
月
２０
日（
木
）

催
し

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
９
１
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

☆ 

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

　

「
水
星
を
み
て
み
よ
う
」

●
日
時
／
６
月
８
日（
土
）１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、水
星
、土
星
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
期
限
／
６
月
７
日（
金
）先
着
２０
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
8
8
｜

4
1
0
0
／　

8
8
｜

5
0
5
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

親
子
で
し
ぜ
ん
博
士
に
な
ろ
う

「
知
っ
て
守
ろ
う
!
甲
賀
市
の
花
サ
サ
ユ
リ
」

●
日
時
／
6
月
16
日（
日
）１０
時
〜
１２
時

●
場
所
／
子
ど
も
の
森
園
内（
自
然
館
で
集
合
・
解
散
）

●
対
象
／
子
ど
も（
小
学
1
年
生
以
上
）と

保
護
者
、ま
た
は
大
人
の
み

●
定
員
／
20
人（
先
着
順
）

●
持
ち
物
／
参
加
費
1
0
0
円
、野
外
に
出

る
服
装（
帽
子
・
運
動
靴
・
タ
オ
ル
）、飲
み
物

●
申
込
方
法
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・
住

所
・
電
話
番
号
・
子
ど
も
は
年
齢
か
学
年
を
、

14
日（
金
）ま
で
に
左
記
の
問
合
せ
先
へ
。

●
定
員
／
20
人（
先
着
順
）

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
3
｜

6
7
1
2
／　

６
３
｜

0
4
6
6

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

平
成
２５
年
度
教
科
書
展
示
会

市
内
小
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書

を
は
じ
め
、教
科
書
会
社
か
ら
送
付
さ
れ
た

小
・
中
・
高
の
見
本
本
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
／
６
月
７
日（
金
）〜
７
月
４
日

（
木
）１０
時
か
ら
１８
時（
金
曜
日
は
２１
時

ま
で
）毎
週
月
・
火
お
よ
び
第
４
水
曜
は

休
館

●
場
所
／
甲
南
図
書
交
流
館

問
・
申
／
学
校
教
育
課

☎
8
6
｜

8
0
2
0
／　

8
6
｜

8
3
8
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回

●
日
時
／
６
月
１８
日（
火
）

　

１９
時
３０
分
〜
２１
時

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
講
演『
風
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
』

　

〜
見
え
な
い
世
界
で
生
き
る
こ
と
〜

　

講
師
／
松
永
信
也　

社
団
法
人 

京
都

府
視
覚
障
害
者
協
会
副
会
長

　

※
参
加
無
料
。手
話
通
訳
あ
り

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
5
｜

0
6
9
3
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
講
座
受
講
生
募
集

◎「
夏
の
ア
ロ
マ
教
室
」

季
節
に
応
じ
た
ア
ロ
マ
を
活
用
し
、心
と
身

体
の
健
康
を
学
び
ま
せ
ん
か

●
日
時
／
7
月
6
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
赤
ち
ゃ
ん
や
敏
感
肌
の
方
に
も

使
え
る
虫
除
け
、ミ
ス
ト
タ
イ
プ
と
ジ
ェ

ル
タ
イ
プ
の
２
種
類
を
作
り
ま
す
。

●
対
象
／
甲
賀
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

１８
歳
以
上
の
方　

先
着
２０
名

●
受
講
料
／
１
，７
０
０
円（
材
料
代
1
，5
0
0

円
＋
参
加
費
2
0
0
円
）

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
25
日（
火
）

●
申
込
受
付
時
間
／
火
〜
土
曜
日
9
時
〜

17
時

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
社

会
教
育
課

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６
｜

３
０
３
６
／　

８
６
｜

８
１
１
９

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
な
つ
か
し
の
体

験
教
室「
草
履
作
り
教
室
」３
回
講
座

●
日
時
／
6
月
16
日（
日
）、30
日（
日
）、7

月
14
日（
日
）　

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

●
内　

容
／
布
ぞ
う
り
の
制
作

●
定　

員
／
10
名（
先
着
順
）

●
参
加
費
／
6
0
0
円（
3
回
分
）

●
持
ち
物
／
巾
5
㎝
の
布
約
20
メ
ー
ト
ル

問
・
申
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館（
月
火
休
館
・

１０
時
〜
１７
時
）

☎
・　

／
8
6
｜

7
5
5
1

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参

加
者
募
集
〜
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
〜

●
開
催
日
／
7
月
28
日（
日
）

●
場
所
／
大
津
ボ
ウ
ル

●
対
象
／
県
内
に
在
住
す
る
１２
歳
以
上

（
平
成
２５
年
４
月
１
日
現
在
）で
知
的
障

が
い
の
あ
る
方（
参
加
無
料
）

●
申
し
込
み
受
付
／
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

旧
支
所
で
あ
る
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、甲
南
第
一

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、信
楽
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
、自
立
支
援
課〔
６
月
１２
日（
水
）締
切
〕

問
・
申
／
自
立
支
援
課

☎
６
５
｜

０
７
０
２
／　

６
３
｜

４
０
８
５

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
人
権
学
習
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

人
権
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
は
・・・

人
権
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
た
人
を
、さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
の
人
権
学
習
が
支
援
で
き

る
人
材
と
し
て
、市
が
認
定
・
登
録
し
ま
す
。

●
開
催
日
／
７
月
〜
翌
年
２
月

●
場
所
／
甲
賀
市
内
各
地

●
参
加
回
数
／
６
回（
い
く
つ
か
の
講
座
か

ら
申
込
者
が
選
択
し
ま
す
）

●
内
容
／
人
権
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
学

習
し
、知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。

●
参
加
費
／
無
料

●
定
員
／
２８
名
程
度

●
申
込
締
切
／
６
月
２８
日（
金
）

問
・
申
／
人
権
推
進
課
人
権
教
育
担
当

☎
６
５
｜

０
６
９
３
／　

６
３
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
６
月
３
日（
月
）〜
１４
日（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
９
時
〜
１７
時
）

●
使
用
開
始
日
／
７
月
１
日（
月
）

　

甲
賀
駅
南
駐
車
場
／
12
区
画（
う
ち
軽

自
動
車
5
区
画
）

★
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
／
身
体
障
が

い
者
用
の
み
2
区
画　

３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５
｜

０
６
８
６
／　

６
３
｜

４
５
８
２

★
油
日
駅
前
駐
車
場
／（
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会
☎
８
８
｜
５
８
７
９

★
甲
南
駅
前
駐
輪
場
／（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）自
転
車
１
，５
０
０
円
／
月
原

付
１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場
☎
８
６
｜
０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
１５
分
〜
９
時
１５
分
、

１３
時
〜
１４
時
、１８
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

練
功
ゆ
っ
た
り
体
操
教
室
参
加
者
募
集

●
日
時
／
6
月
18
日（
火
）〜
7
月
23
日（
火
）

毎
週
火
曜
日
、全
６
回

●
場
所
／
信
楽
体
育
館

ま
つ
な
が
の
ぶ

や

水口スポーツの森へ行こう  6月の催し
甲賀市民スタジアム

日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1（土） 8:30～17:00 春季中央強化練習会 滋賀県中学校体育連盟 中学生（軟式野球）

2（日） 8:30～17:00 滋賀県軟式野球連盟秋季C級地区予選 滋賀県軟式野球連盟甲賀地区 成年（軟式野球）

9（日） 8:30～17:00 滋賀県軟式野球連盟秋季B級地区予選 滋賀県軟式野球連盟甲賀地区 成年（軟式野球）

16（日） 8:30～17:00 県民体育大会甲賀市予選 甲賀市体育協会 成年（ソフトボール）

22（土）・23（日） 8:30～17:00 第38回全日本クラブ1次予選 滋賀県野球連盟 成年（硬式野球）

30（日） 8:30～17:00 西日本軟式野球選手権 滋賀県軟式野球連盟甲賀地区 成年（軟式野球）

多目的グラウンド
日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1（土） 8:30～17:00 第31回甲賀市・湖南市 中学校サッカー選手権大会 第4ブロック中学校体育連盟サッカー専門部 中学生（サッカー）

2（日） 9:00～16:00 第9回市民球技大会グラウンド・ゴルフ大会 甲賀市体育協会 成人（グラウンド・ゴルフ）

9（日）・16（日）・22（土） 9:00～17:00

9:00～17:00

高円宮杯U-15滋賀県リーグ （公社）滋賀県サッカー協会 中学生（サッカー）

15（土）・29（土） 高円宮杯U-18滋賀県リーグ （公社）滋賀県サッカー協会 高校生（サッカー）

23（日） 8:30～17:00 水口ロータリークラブ杯予選 甲賀市サッカースポーツ少年団 小学生（サッカー）

陸上競技場
日 利用予定時間 事業・大会名等 主催者 対象者

1（土） 8:30～17:00 第4ブロック陸上記録会 第4ブロック中学校体育連盟 中学生（陸上）

2（日） 8:30～17:00 平成25年度滋賀県スポレク陸上競技大会 滋賀県・県教委・県体協 成人（陸上）

9（日）・16（日）・22（土）・29（土） 9:00～16:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会 甲賀市陸上競技協会 成人（陸上）

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（９月分）のお知らせ
○野球場（市民スタジアム）／２１日（土）・23日（祝）　○多目的グラウンド／１４（土）・２９日（日）　９月分の利用申し込み締切日：７月２日（火）　※抽選日：７月７日（日）

市内中学校吹奏楽部合同演奏会　「ユース・ブラス・フェスティバル2013」開催
とき：６月８日（土）１３時３０分～（開場12時30分）　ところ：あいこうか市民ホール

水口ロータリークラブ事務局問い
合わせ 62-5525



お
知
ら
せ

ai koka 2013.6.1 22ai koka 2013.6.123

●
指
導
者
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

●
内
容
／
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
無
理
な
く
ゆ
っ

く
り
で
き
る
体
操
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介

●
定
員
／
15
名（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）

●
申
込
締
切
／
6
月
14
日（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
料
／
1
，5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

問
・
申
／
信
楽
体
育
館

☎
８
２
｜

０
９
３
４

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
フ
ナ
ズ
シ
漬
け
方
講
習
会
」開
催

●
日
時
／
７
月
３０
日（
火
）９
時
３０
分
〜
１６

時
３０
分

●
場
所
／
く
す
り
学
習
館

●
応
募
資
格
／
市
内
に
お
住
ま
い
ま
た
は
、勤

務
さ
れ
て
い
る
方
で
昨
年
受
講
さ
れ
て
い
な
い

方（
※
業
者
の
か
た
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
）

●
定
員
／
３０
名（
電
話
に
よ
る
受
付
、先
着
順
）

●
費
用
／
１
９
，５
０
０
円　

塩
切
り
鮒
代

（
メ
ス 

約
５
キ
ロ
、２５
尾
分
）

●
申
込
方
法
／
６
月
２０
日（
木
）９
時
３０
分

か
ら
電
話
に
て
受
付

問
・
申
／
甲
賀
市
フ
ナ
ズ
シ
愛
好
会　

西
田

☎
８
８
｜

８
０
２
０

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

シ
ル
バ
ー
連
合
会
再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象『
講
習
会
』の
ご
案
内

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
講
習 

6
月
開
催

●
日
時
／
6
月
19
日（
水
）〜
28
日（
金
）

土
日
除
く
8
日
間

●
会
場
／
滋
賀
ビ
ル（
大
津
梅
林
1
＿
3
＿
10
）

　

１０
時
〜
１6
時

●
定
員
／
20
名

●
申
込
締
切
／
6
月
10
日（
月
）必
着
※
申

込
受
付
後
、面
接
に
よ
り
選
考

●
受
講
者
選
考
面
接
日
程
／
6
月
12
日（
水
）

１０
時
〜　

連
合
会
事
務
所
に
て

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
技
能
講
習 

7
月
開
催

●
日
時
／
7
月
19
日（
金
）〜
26
日（
金
）

土
日
除
く
6
日
間

●
会
場
／
ク
レ
フ
ィ
ー
ル
湖
東（
東
近
江
市

平
柳
町
22
＿

3
）８
時
〜
１７
時

●
定
員
／
20
名
※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
保
有
者

●
申
込
締
切
／
7
月
1
日（
月
）必
着
※
申

込
受
付
後
、面
接
に
よ
り
選
考

●
受
講
者
選
考
面
接
日
程
／
7
月
3
日（
水
）

１０
時
〜
ク
レ
フ
ィ
ー
ル
湖
東
に
て

★
申
し
込
み
は
、お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
る
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
F
A
X
ま
た
は
郵
送
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。（
求
職
登
録
番
号
を
忘
れ

ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

★
い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料

★
対
象
者
：
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
講
習

に
係
る
就
業
を
希
望
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

に
限
り
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
保
有
者
）

問
・
申
／
公
益
社
団
法
人　

滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
｜
0
0
5
4 

大
津
市
逢
坂
1
丁
目
1
番
1

☎
0
7
7
｜

5
2
5
｜

4
1
2
8
／　
　
　

0
7
7
｜

5
2
7
｜

9
4
9
0

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

サ
ン
ト
ピ
ア
水
口 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

夏
の
短
期
教
室
受
講
生
募
集

デ
ジ
カ
メ
教
室

●
日
時
／
７
月
４
日（
木
）〜
２５
日（
木
）

毎
週
木
曜
日
１９
時
〜
２１
時

●
定
員
／
２０
名　

●
受
講
費
／
４
０
０
円

お
菓
子
教
室

●
日
時
／
７
月
５
日（
金
）・
７
月
２６
日（
金
）

１９
時
〜
２１
時　

●
定
員
／
２０
名　

●
受
講
費
／
４
０
０
円

●
申
込
期
間
／
６
月
３
日（
月
）〜
１４
日（
金
）

土
日
祝
除
く
９
時
〜
２１
時

●
申
込
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
窓
口（
※
電
話
・
代
理
で
の

申
し
込
み
は
不
可
）

●
対
象
／
４
月
１
日
現
在
で
１５
歳
以
上 

３５
歳

以
下
の
方（
中
高
生
除
く
）

問
・
申
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
６
３
｜

２
９
５
２
／　

６
３
｜

６
７
８
８

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
者
へ
の
家

賃
補
助
受
付
開
始

●
募
集
期
間
／
６
月
３
日（
月
）〜
１１
日（
火
）

　

募
集
案
内
や
申
込
書
は
、６
月
３
日
か
ら

住
宅
建
築
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
付

問
・
申
／
住
宅
建
築
課　

公
営
住
宅
係

☎
６
5
｜

0
6
0
9
／　

６
３
｜

4
6
0
1

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

５
月
か
ら
滋
賀
県
車
い
す
使
用
者

等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
開
始

●
対
象
者
／
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
、難

病
患
者
、要
介
護
高
齢
者
、妊
産
婦
、け
が
人

な
ど
で
、移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方

●
市
内
の
申
請
書
設
置
場
所
／
滋
賀
県
甲

賀
健
康
福
祉
事
務
所（
甲
賀
保
健
所
）、

自
立
支
援
課
、市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、旧

支
所
で
あ
る
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
甲
南

第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
信
楽
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、健
康
推
進
課

問
い
合
わ
せ
先
及
び
交
付
申
請
窓
口
／

滋
賀
県 

健
康
福
祉
政
策
課（
大
津
市
京
町

四
丁
目
１
番
１
号
）

☎
０
７
７
｜

５
２
８
｜

３
５
１
２
／　

　

０
７
７
｜

５
２
８
｜

４
８
５
０

「
し
が
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/ud/

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

６
月
は
食
育
月
間

毎
月
１９
日
は「
食
育
の
日
」で
す
。食
べ
る
こ

と
は
、私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本

で
す
。ま
ず
は
、朝
・
昼
・
夕
の
３
食
を
楽
し

く
、お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
・
申
／
健
康
推
進
課　

健
康
政
策
係

☎
６
５
｜

０
７
０
３
／　

６
３
｜

４
５
９
１

天
正
13
年（
1
5
8
5

年
）に
築
城
さ
れ
た
水

口
岡
山
城
は
、15
年
と

い
う
短
命
の
城
で
し
た

が
、豊
臣
政
権
の
重
臣

た
ち
が
城
主
を
務
め
た

重
要
な
城
で
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は

水
口
岡
山
城
跡
の
全
容

を
解
明
す
る
た
め
、平

成
24
年
度
よ
り
3
ヶ
年

計
画
で
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。第

一
次
調
査
は
、大
手
枡
形
虎
口
、そ
れ
に
隣

接
す
る
曲
輪
、伝
西
の
丸
南
西
側
の
曲
輪

の
3
箇
所
を
調
査
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、大
手
枡
形
虎
口
お
よ
び

そ
れ
に
隣
接
す
る
曲
輪
で
石
垣
を
見
つ
け

ま
し
た
。発
見
し
た
石
垣
は
一
段
目
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、石
垣
の
前
面

に
は
崩
れ
た
石
が
多
数
散
乱
し
た
状
況
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

水
口
岡
山
城
跡
は
、
慶
長
5
年

（
1
6
0
0
年
）に
廃
城
と
な
っ
た
後
、破

城（
城
を
壊
す
こ
と
）さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。今
回
発
見
し
た
崩
れ
た
石
垣
は

破
城
の
実
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。近
畿
圏
に
お
い
て
破
城
の
状
態
が

良
好
な
形
で
見
つ
か
っ
た
例
は
非
常
に
珍

水
口
岡
山
城
跡
の
発
掘
調
査

歴
史
文
化
財
課

8
6
｜

8
0
2
6
／
　
8
6
｜

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ

し
く
、貴
重
な
発
見
で

す
。

　

ま
た
、山
の
中
腹
付

近
ま
で
石
垣
が
あ
っ

た
と
分
か
っ
た
こ
と

で
、城
の
大
手
道
沿
い

に
は
石
垣
が
多
く
存

在
し
、従
来
よ
り
も
広

範
囲
に
石
垣
が
築
か

れ
て
い
た
と
推
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
時
の
最
先
端
技
術
で
あ
る
石
垣

を
広
範
囲
に
用
い
て
城
を
築
い
た
こ

と
は
、豊
臣
政
権
に
お
い
て
水
口
岡

山
城
跡
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、水
口
岡
山
城
跡

の
全
容
解
明
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、今

後
の
調
査
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、3
月
3
日
に
発
掘
現
場
の

現
地
説
明
会
を
開
催
し
、多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日

の
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

URL:http://www.city.koka.lg.jp/item/8480.htm#ContentPane

甲
賀
市
の
文
化
財

お
お

て

ま
す
が
た

こ

ぐ
ち

く
る

わ
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５
月
下
旬
は
、
暑
く
と
も
か
ら
っ

と
し
た
風
が
爽
や
か
で
、
私
は
こ

の
季
節
が
年
間
を
通
し
て
一
番
好
き

で
す
。
気
候
だ
け
で
な
く
、
土
や

植
物
の
香
り
と
カ
エ
ル
の
大
合
唱
に

ふ
と
足
を
止
め
、
耳
を
傾
け
、
香

り
を
堪
能
し
ま
す
。

　

現
在
、
都
市
農
村
交
流
事
業
で

神
戸
や
神
奈
川
県
な
ど
か
ら
多
く

の
中
学
生
が
市
を
訪
れ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
で
は
当
た
り

前
の
光
景
が
、
彼
ら
に
は
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
行
く
よ
り
も
貴
重
で
楽

し
い
も
の
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

普
段
な
ん
と
な
く
し
か
気
に
留

め
な
い
こ
と
を
、
遠
く
か
ら
の
お

客
さ
ん
の
感
性
で
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。○つ

柏木小学校2年

佐山 響 さん

「くいしんぼうのへび」

▲

山内小学校3年

小西 風道 さん

▲「人間形の木」

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,633
46,474
47,159
33,289

（-48）人

（-1）人

（-47）人

（+61）世帯
H25.4.30現在　（　）内は前月比

甲南中学校3年　平井 ななみ さん
▼「蹴（シュウ）」
ひら い

「くいしんぼうのへび」

▲

こうかこうかこうか

優
秀
賞
作
品

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

「
第
25
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
関
連
記
事
は
17
ペ
ー
ジ
）

こうかこうかこうか

特別版特別版

城
山
中
学
校
1
年

佐
藤 

如
月 

さ
ん

さ

と
う

き
さ
ら
ぎ

【教育委員会】
☎0748－86－8002
　0748－86－8380

さ やま ひびき

こ にし かぜ みち


